
息消界学

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

昭
和
三
五
年
度
史
学
研
究
会
大
会

　
例
年
の
通
り
昭
和
三
五
年
一
一
月
一
摂
（
火
）
二

　
目
（
水
）
の
両
臼
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
第
一

　
日
見
学
会
は
、
京
都
大
学
柴
田
実
灰
の
解
説
の
も

　
と
、
御
上
神
社
・
彦
根
城
・
開
国
記
念
館
・
奨
術

　
館
・
多
賀
神
社
・
胡
宮
神
社
と
近
江
湖
東
地
方
を

　
巡
回
し
た
。
第
二
日
総
会
及
び
大
会
は
、
京
都
大

　
学
楽
友
会
館
に
お
い
て
開
催
。
総
会
は
織
田
武
雄

　
理
事
よ
り
会
務
・
会
計
の
報
告
が
あ
り
、
つ
い
で

　
別
項
会
告
の
通
り
財
団
法
人
史
学
研
究
会
の
設

　
立
、
財
産
処
分
及
び
役
員
改
選
の
件
が
、
万
場
一

　
致
で
承
認
さ
れ
た
。
公
判
…
講
演
は
、
東
京
大
学
教

　
授
竹
内
理
三
氏
、
京
都
大
学
教
授
森
鹿
三
氏
に
よ

　
り
、
次
の
演
題
で
行
な
わ
れ
た
。

　
　
腸
延
漢
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
森
　

鹿
三
氏

　
　
武
士
団
の
発
生
　
　
　
　
　
　
竹
内
理
三
民

宮
崎
理
事
長
の
外
遊

　
官
捻
購
市
由
疋
理
事
長
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ソ
ル
ボ
ソ

　
ヌ
大
学
の
招
ぎ
に
よ
り
、
東
方
学
の
講
義
の
た
め

　
昭
湘
三
五
年
一
〇
月
二
七
日
出
発
さ
れ
た
。
帰
朝

は
本
年
六
月
末
の
予
定
。

一
二
月
例
会

　
…
二
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
見
学
会

京
都
の
伝
統
産
業
を
さ
ぐ
る

　
一
西
陣
織
と
清
水
焼
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
西
村
陸
男
氏

国
史
関
係

読
史
会
秋
季
大
会

　
一
一
月
三
日
（
祝
）
　
於
京
大
文
学
部
第
七
教
室

　
土
倉
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
圭
一

　
律
令
制
地
方
支
配
紐
織
の
確
立
　
　
八
木
　
　
充

　
和
州
宇
知
郡
新
町
村
に
つ
い
て
　
　
朝
倉
　
　
弘

恥
　
－
元
和
九
年
の
屋
敷
割
帳
等
に
よ
る
一

佐
賀
藩
の
点
役
方
小
庄
屋

魏
志
倭
人
伝
行
程
記
謬
の
解
読

熊
本
洋
学
校
に
つ
い
て

閃
妃
殺
警
事
件
に
つ
い
て

鋼
鐸
の
使
珊
者
に
つ
い
て

志
賀
重
昂
に
つ
い
て

鉱
花
祭
に
つ
い
て

御
製
衆
林
道
春

大
化
前
代
の
田
制
に
つ
い
て

　
終
了
後
、

親
会
を
開
き
、

赤今五岩田山杉牧城
松中来井中本井　島

俊寛　忠　四六健正
秀司重縫巽郎車裂祥

午
後
五
晦
よ
り
紫
明
薮
に
お
い
て
懇

　
約
五
〇
名
が
参
会
し
た
。

読
史
会
＝
　
月
健
会

　
一
二
月
一
〇
臼
（
土
）
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
室

　
中
世
の
労
働
編
成
に
関
す
る
一
考
察

覚
禅
の
念
仏
信
御

大
山
　
需
平

中
野
　
玄
三

日
本
史
研
究
会
大
会

　
　
　
　
　
　
　
於
立
命
館
大
学
清
心
館

　
　
個
別
研
究
発
表
　
一
一
月
一
九
臼
（
土
）

　
大
同
期
に
お
け
る
政
治
的
動
向
　
　
佐
伯
　
有
清

　
　
－
伊
予
親
王
事
件
を
中
心
と
し
て
1

　
東
大
寺
の
周
防
国
衙
支
配
　
　
　
　
藤
本
　
　
進

　
　
一
大
勧
進
を
中
心
に
し
て
…

　
秋
田
藩
成
立
期
の
家
臣
団
　
　
　
　
山
口
　
啓
二

　
合
法
無
産
政
党
論
　
　
　
　
　
　
　
犬
丸
　
義
一

　
大
政
翼
賛
会
　
　
　
　
　
　
　
　
木
坂
順
一
郎

　
　
－
天
皇
制
の
フ
ア
ヅ
シ
罫
的
再
編
成
一

　
　
共
同
研
究
報
俊
　
一
…
月
二
〇
日
（
日
）

　
「
歴
史
変
革
の
主
体
と
条
件
」

　
部
幾
制
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
正
昭

　
　
一
特
に
祭
祀
組
織
を
中
心
と
し
て
I
l

　
鎌
倉
時
代
の
領
主
制
　
　
　
　
　
　
工
藤
…
敬
一

　
近
代
酌
社
会
観
の
形
成
　
　
　
　
　
安
丸
　
良
夫

　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
瓢
…
の
噛
以
治
過
網
程

　
　
i
普
通
選
挙
問
題
に
つ
い
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
尊
発
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東
洋
史
関
係

假
制
大
学
院
例
会

一
〇
月
八
日
（
土
）
午
後
二
時

　
明
代
監
生
の
出
自
に
つ
い
て

一
一
月
一
二
日
（
土
）

　
唐
偉
語
彙
解

一
二
月
一
〇
日
（
土
）
午
後
二
時

　
均
田
玉
繭
の
女
子
の
地
位

新
制
大
学
院
三
会

一
〇
月
照
臼
（
火
）
午
後
五
時

　
顔
之
推
の
人
と
作
品

一
〇
月
｝
八
日
（
火
）
午
後
四
時

陳
列
館
会
議
室

　
　
谷
　
　
光
隆

　
中
谷

神
戸
屋

　
善
至

神
戸
屋

　
　
吉
川

英
雄

憲
雄

忠
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
科
第
四
演
習
室

　
宋
代
閲
封
の
商
人
　
　
　
　
　
　
　
小
野
寺
郁
男

一
一
刀
｝
五
日
（
火
）
午
後
四
時
　
楽
友
会
館

　
漢
代
の
孝
簾
に
つ
い
て
　
　
　
　

永
田
　
英
正

一
二
月
六
義
（
火
）
午
後
庶
時
　
楽
友
会
館

　
誌
代
使
職
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
．
礪
波
　
　
護

一
二
月
一
三
日
（
火
）
午
後
一
拍
　
史
学
科
会
議
室

　
ω
　
今
年
の
成
果
と
反
宥

　
②
大
学
院
制
度
に
つ
い
て
の
諸
問
題

東
洋
史
談
話
会
大
会

　
一
一
月
三
田
（
祝
）
午
前
野
選
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
人
交
科
学
研
究
所
講
堂

御
題
棉
花
図
の
成
立

青
荷
法
施
行
の
由
来
に
つ
い
て

南
朝
の
租
調
と
両
税
法

清
代
江
西
省
に
於
け
る
運
漁
業
の
構
造

広
菓
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
一
考
察

崇
日
田
説
に
つ
い
て

泉
州
イ
ス
ラ
ム
碑
石
に
つ
い
て

ガ
ザ
ン
・
ハ
ソ
の
改
仲
串

漢
代
に
お
け
る
太
原
郡
に
つ
い
て

宋
朝
国
史
の
食
貨
志
に
つ
い
て

水
経
注
の
寿
春
導
公
寺

．
晩
餐
会
　
午
後
五
臨
～
七
時

な
お
、
同
日
、

改
選
が
行
な
わ
れ
、

に
田
村
実
造
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

人
文
科
学
研
究
所
開
所
記
念
講
演
会

」
一
月
一
九
臼
（
土
）

　
遊
牧
の
歴
史
と
実
体
　
　
　
　
　
　
揖
村 寺

田
隆
信

草
野
　
鱗

古
賀
　
登

横
山
　
英

衛
藤
濾
吉

羽
田
　
明

王
　
庄
平

本
田
実
信

増
淵
龍
夫

周
藤
吉
之

塚
案
善
隆

　
　
　
　
　
　
　
発
註
ホ
ー
ル

東
洋
史
研
究
会
総
会
並
に
評
議
員
の

　
　
会
長
に
宮
崎
市
定
氏
、
劇
会
炎

類
鰍
儲
三
蓋
交
換
醗
会

　
一
二
月
八
日
（
木
）

　
沖
縄
を
め
ぐ
る
法
酌
地
位
　
　
　
　
植
田

　
　
　
西
洋
史
関
係

忍
捷
雄

　
楷
鴇
捌
の
｝
四
洋
史
読
漁
一
ム
瓜
大
ム
夙
は
一
一
∴
i
八
同
門
臼
を
逃

え
、
十
一
月
薫
日
に
楽
友
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

発
表
者
な
ら
び
に
演
題
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

ホ
モ
ノ
イ
ア
考
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
忠
生

ド
イ
ツ
中
慢
の
教
会
フ
ォ
…
ク
タ
イ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
原
　
義
生

ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
後
…
期
の
都
市
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
金
一

封
建
社
会
研
究
の
今
後
の
方
向
　
　
　
鯖
田
　
盤
之

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ブ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
に
占
4
0
け
る
人
間

　
主
張
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
　
佳
子

中
世
末
期
南
ド
イ
ツ
地
方
に
お
け
る
農
業
労
働
者

　
　
－
農
民
瞼
ハ
争
と
の
関
達
に
お
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
間
　
良
爾

十
六
世
一
麗
晶
三
半
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
の
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
三
明

碓
立
期
イ
ギ
リ
ス
絶
対
王
政
と
ギ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
満
穂

一
八
・
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

　
チ
ュ
ア
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
議
八
日
島
隆
…
雛
甲

ロ
シ
ア
独
占
体
の
性
格
一
　
　
　
　
　
国
本
　
哲
男

ゲ
ー
テ
と
マ
イ
ネ
ッ
ケ
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
巌

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
「
考
察
　
　
　
　
井
上
　
智
勇

　
　
i
展
附
と
発
展
一

　
な
お
研
究
発
表
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、

名
古
屋
大
学
北
村
忠
夫
氏
に
よ
る
ド
イ
ツ
紀
行
談
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学界消息
が
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
か
ね
て
披
露
さ
れ
た
。

　
　
　
人
文
地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
　
一
九
六
〇
年
度
秋
季
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
地
理
学
会
と
共
催
）

　
一
〇
月
三
〇
日
～
一
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
於
岡
山
大
学
・
岡
山
県
庁

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
蔀
市
的
土
地
利
用
と
農
村
的
土
地

利
用
の
競
合
」

　
公
的
資
料
に
お
け
る
土
地
利
用
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
武
彦

．
東
北
地
方
に
お
け
る
都
宙
近
郊
の
農
地
潰
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棺
臣
　
　
　
彊

　
農
業
的
生
産
力
の
計
測
と
工
場
団
地
想
定
地
の

　
　
検
識
　
　
伊
藤
郷
平
・
松
井
口
封
・
井
上
和
雄

　
東
京
西
郊
小
平
町
に
お
け
る
都
市
化
と
土
地
利
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
　
婆

　
埼
玉
県
南
部
に
お
け
る
都
窮
的
土
地
利
用
と
農

　
　
村
酌
土
地
利
用
の
競
合
　
　
　
　
村
．
本
　
達
郎

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
都
山
影
と
交
通
路
」

　
周
防
大
島
に
お
け
る
小
松
港
の
発
展
と
開
作
港

　
　
の
変
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
原
　
　
縛

　
東
海
瀬
の
宿
場
町
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
清
治

　
中
田
道
に
お
け
る
脇
道
往
還
の
発
達
と
宿
場
町

　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
原
沢
　
文
弥

　
辺
境
に
お
け
る
近
世
都
市
と
交
通
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
野
　
昭
生

　
江
戸
・
大
阪
の
大
商
陶
と
そ
の
変
貌
黒
崎
　
千
暗

　
近
世
都
市
と
交
通
路
の
特
質
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
臨
海
工
業
地
域
の
形
繊
」

臨
海
地
域
に
お
け
る
鉄
鋼
業
地
帯
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
貞
雄

　
北
海
道
に
お
け
る
臨
海
工
業
地
域
　
伊
藤
　
久
雄

　
内
湾
工
業
地
帯
の
地
域
性
　
　
　
　
小
椋
　
憲
臣

　
東
京
湾
臨
海
工
業
地
域
の
形
戒
　
　
小
沢
　
利
雄

　
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
に
お
け
る
第
二
次
・
第
三

　
　
次
人
口
集
中
に
つ
い
て
　
　
　
　
菊
地
　
利
夫

　
伊
勢
湾
購
海
工
業
地
域
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
岡
澁
二
・
三
・
浦
総
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
橋
泰
彦
・
餅
藤
喜
栄

　
大
阪
湾
頭
の
臨
海
工
業
地
域
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
原

臨
海
工
業
地
域
の
形
成
　
　
　
　
　
山
崎

　
一
兵
庫
県
の
場
含
i

臨
海
工
糟
窪
地
域
の
類
型
と
”
て
の
特
質

孝
三

禎
一

檜
垣
　
松
夫

瀬
戸
内
海
浦
山
序
に
お
け
る
工
業
の
発
展
と
地
域

　
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠

水
島
工
業
地
域
形
成
に
伴
う
諸
問
題

藤
森
　
　
勉

人
文
地
理
学
会
第
3
9
圓
例
会

　
十
二
月
三
日
　
　
　
於
立
命
館
大
学

　
臨
海
工
業
地
帯
の
形
威
　
　
　
　
　
杉
野

秀
一

一
四
日
市
の
場
含
ー

エ
チ
オ
ピ
ア
碕
原
と
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ

　
沖
縄
の
村
落

　
　
　
考
古
学
関
係

臼
本
考
古
学
納
助
A
黙
第
二
六
脈
打
総
ム
職

　
マ
ン
月
二
九
日
一
三
一
臼

　
　
　
　
公
盟
講
演

　
奈
良
朝
以
前
の
東
北

　
建
築
遣
跡
調
査
の
問
題
点

　
　
　
　
研
究
発
表

谷
閥
　
武
雄

浮
田
　
典
良

大
阪
市
立
美
術
餓

伊
東
　
信
雄

浅
野
　
　
清

佐
賀
県
多
久
三
年
山
眉
器
時
代
霜
露
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
．
原
紅
皿
・
戸
沢
充
電

長
崎
県
直
谷
岩
蔭
濾
跡
　
芹
沢
長
介
・
鎌
木
義
晶

長
崎
県
福
井
岩
蔭
邉
跡
　
鎌
木
朝
畠
・
芹
沢
長
介

青
龍
刀
形
石
器
に
つ
い
て
　
　
　
　
江
坂
　
輝
弥

北
陵
に
お
け
る
中
期
縄
文
式
土
器
の
一
型
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
　
光
晴

新
潟
県
西
蒲
原
郡
猪
立
泄
跡
の
調
査

　
　
　
　
永
峯
光
一
・
上
原
軍
子
郎
・
礎
崎
正
彦

長
野
県
梛
又
遣
跡
第
！
次
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
昇
一
・
森
島
　
稔

組
口
県
豊
浦
郡
豊
浦
町
無
畏
潰
…
跡
及
び
付
近
選
赫

’
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聖
域
　
痘
一

種
子
島
繭
之
表
市
本
城
遺
跡
の
調
査
概
報

　
　
　
　
　
国
分
直
一
・
盛
園
尚
孝
・
重
久
十
部

出
口
市
美
濃
ケ
浜
遣
跡
の
調
査
　
　
小
野
　
忠
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
義
郎
・
潮
見
　
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
等
・
本
村
三
章

横
穴
に
関
す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
山
本
　
　
浩

千
葉
県
八
日
市
場
市
塚
原
古
墳
群
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
子
　
　
互

静
心
片
浜
北
町
内
野
権
現
平
山
第
7
号
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
津
谷
淫
男

若
狭
大
飯
町
に
お
け
る
師
楽
式
の
編
年
と
製
塩

　
用
と
推
定
さ
れ
る
炉
祉
　
　
　
、
　
石
部
　
正
志

奈
良
県
桜
井
市
メ
ス
リ
古
墳
（
第
2
次
調
査
）

　
に
つ
い
て
　
　
　
　

伊
達
宗
泰
・
小
島
俊
次

臼
本
に
残
る
仏
足
石
の
文
様

摂
津
伊
丹
廃
寺
祉
の
発
掘
調
査

　
　
　
　
田
岡
香
逸
・
宮
那
秀
一

見
　
学
　
会

南
河
内
地
方
の
諸
一
跡

佐
々
木
利
三

・
高
井
悌
三
郎

ム門

止
鳳

　
去
る
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
二
揖
開
催
の
会
員
総

会
に
お
ぎ
ま
し
て
、
昨
年
十
月
二
十
日
開
催
の
理
事

会
、
及
び
十
一
月
二
日
囎
催
の
評
議
員
会
の
議
決

が
、
何
れ
も
次
の
通
り
万
場
一
致
を
も
う
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

e
　
財
団
法
人
の
設
立
お
よ
び
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　
史
学
研
究
会
の
事
業
は
、
各
位
の
御
協
力
・
御

　
支
持
に
よ
り
ま
し
て
、
順
調
に
発
展
し
つ
つ
あ
り

　
ま
す
が
、
し
か
し
乍
ら
財
政
的
基
礎
は
今
な
お
不

　
安
定
で
、
・
叉
部
省
研
究
成
果
刊
行
助
成
金
の
交
付

　
を
う
け
て
、
漸
く
「
史
林
」
の
発
行
を
維
持
し
て

　
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
助
成
金
の
交
付

　
も
、
将
来
は
保
障
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
の

　
で
、
次
の
要
項
に
よ
り
財
醐
法
人
を
設
立
し
、
こ

　
れ
に
伴
な
い
財
産
を
処
分
い
た
し
ま
す
。

　
（
1
）
　
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
関
係
教
官
の
寄

　
　
附
金
を
中
心
に
百
万
円
の
基
金
を
設
定
し
、
そ

　
　
の
果
実
を
も
つ
て
事
業
を
援
助
す
る
た
め
、
財

　
　
団
法
人
史
学
研
究
会
を
設
立
す
る
。

　
（
2
）
　
史
学
研
究
会
の
現
有
財
産
は
、
財
団
法
人

　
　
に
ひ
き
つ
ぐ
も
の
と
す
る
。

　
（
3
）
　
財
団
法
人
の
設
立
許
可
申
請
は
、
昭
和
三

　
　
十
六
年
四
月
一
臼
発
効
を
目
標
と
し
て
行
な

　
　
㌔
り
。

⇔
　
解
散
・
財
産
処
分
の
手
続
お
よ
び
財
団
法
人
設

　
立
手
続
の
理
事
会
委
任
に
つ
い
て

　
　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
会
則
に
よ
り
評
議
員
会

　
お
よ
び
会
員
総
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
が
、
こ

　
れ
を
、
理
事
会
に
委
任
す
る
。

　
　
な
お
、
右
の
承
認
に
基
き
、
昭
和
三
十
五
年
十

　
二
月
一
日
閥
催
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
設
立

　
代
表
者
織
田
武
雄
氏
お
よ
び
設
立
準
備
委
員
四
名

　
を
択
び
、
同
じ
く
十
二
月
十
日
設
立
発
起
人
総
会

　
を
閥
催
、
十
二
月
二
十
三
日
付
を
も
つ
て
設
立
許

　
可
串
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

向
　
役
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
改
選
に
つ
い
て

　
　
現
役
舞
の
任
期
は
、
本
年
王
月
三
十
一
日
を
以

　
て
満
了
す
る
が
、
財
団
法
人
の
設
立
許
可
が
本
年

　
四
月
一
日
よ
り
遅
延
し
た
場
合
は
、
設
立
許
可
の

　
臼
ま
で
留
任
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
昭
和
三
十
五
年
十
一
月

史
学
研
究
会

脚
　
会
員
名
簿
に
つ
い
て
の
お
わ
び

　
四
一
二
巻
四
号
の
会
告
に
て
、
昨
年
末
を
も
つ
て

会
員
名
簿
を
作
製
す
る
旨
予
告
し
、
餐
位
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
国
会
告
の
通
り
本
年

四
月
一
日
を
以
て
財
団
法
人
史
学
研
究
会
が
発
足

予
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
四
月
一
日
現
在

を
以
て
会
員
名
簿
を
作
製
す
る
こ
と
に
変
更
い
た
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後集編

し
ま
し
た
。
御
了
承
下
さ
い
。

剛
　
会
費
納
入
に
つ
い
で
お
願
い

　
本
年
度
の
会
費
納
入
状
況
は
、
当
方
の
予
想
を

高
幡
に
下
廻
っ
て
、
金
く
不
振
を
極
め
て
お
り
ま

す
。
会
費
不
足
金
の
あ
る
方
は
、
至
急
御
納
入
下

さ
る
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

田
編
集
後
記

藩
学
概
究
会

　
本
号
よ
り
本
誌
の
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
類
の
掲
載

は
す
べ
て
日
本
史
・
葉
洋
史
・
西
洋
史
・
地
理
・
考

古
学
の
順
、
各
学
科
内
部
は
時
代
・
地
域
順
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
会
の
性
格
か
ら
し
て
委
員

会
に
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
価
値
基
準
が
あ
る
わ

け
は
な
く
、
個
々
の
委
員
の
主
観
的
判
断
に
よ
っ
て

編
集
が
左
右
さ
れ
え
な
い
と
す
れ
ば
、
い
き
お
い
論

交
の
判
定
は
「
純
粋
学
術
的
な
見
地
偏
に
よ
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
見
地
の
存
否
は
と
も
か

く
と
し
て
、
増
頁
以
前
の
よ
う
に
一
号
二
～
三
篇
の

掲
載
論
文
な
ら
ば
そ
れ
も
可
能
で
あ
り
ま
す
が
、
最

近
の
よ
う
に
毎
暑
六
～
七
篇
の
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
力
作

が
名
望
か
ら
よ
せ
ら
れ
ま
す
と
「
純
粋
学
術
的
」
な

判
定
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
い
か
に
む
な
し
い
、
と

ら
ま
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
1
委
員
の
不
勉
強
を
棚
に
上
げ
て
i
一
痛
感
さ

れ
ま
す
。
い
っ
そ
こ
ん
な
こ
と
に
精
力
を
費
す
よ
り

は
旧
記
の
よ
う
に
定
め
、
委
員
会
は
論
文
の
取
捨
選

択
に
全
力
を
そ
そ
い
だ
方
が
生
産
的
で
あ
り
、
部
分

的
に
は
日
本
社
会
に
根
づ
よ
く
残
っ
て
い
る
年
功
序

列
的
思
想
を
打
破
す
る
上
で
合
理
的
で
あ
る
一
と

い
う
の
が
私
た
ち
の
結
論
で
す
。
会
員
の
智
様
の
中

に
は
或
い
は
鷹
突
な
感
じ
を
お
受
け
に
な
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
委
艮
会
と
し
て
は

増
頁
以
後
一
　
年
間
検
討
に
検
討
を
璽
ね
て
き
た
問
題

で
あ
り
、
最
善
で
は
な
い
に
し
て
も
、
現
在
の
会
の

あ
り
方
を
最
も
素
直
に
反
映
し
た
前
進
的
な
性
格
を

も
つ
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
掲
載
論

文
の
内
容
に
つ
い
て
い
よ
い
よ
重
く
な
る
資
任
を
自

覚
し
、
一
同
大
い
に
奮
励
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
強
い
御
支
持
と
御
理
解
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

　
力
作
の
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
腹
弘
）

史
　
林
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
々
貫
に
限
る
。

◇
原
稿
の
長
さ
、

○
研
究
論
文

○
研
究
ノ
ー
ト
，

　
　
（
以
上
に
は
、

　
　
〔
一
通
は
英
文
要
約
用
〕

○
資
料
紹
介
随
意

○
学
界
動
向

　
0
書
　
　
　
評

○
紹
　
　
　
介

◇
〆
切
　
　
毎
偶
数
月
末

四
百
字
詰
五
〇
枚
程
度

四
百
字
詰
五
〇
枚
以
内

四
百
字
以
内
の
要
約
二
通

　
　
　
　
添
付
の
こ
と
）

四
百
字
詰
三
〇
枚
程
度

四
百
字
諮
二
五
枚
以
内

四
百
宇
詰
三
枚
以
内

一加

V℃

ﾘ
ご
一
襲
謡
蘭
曲
獅
欄
　
定
緬
一
八
○
円

　
史
　
　
林
　
　
（
菓
瞬
四
二
第
一
ロ
写
）

　
　
　
　
京
都
市
左
東
区
墨
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
蕃
京
都
五
一
五
置
番

　
　
　
　
　
　
　
理
霊
長
　
．
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　

赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
東
町
三
九

印
刷
所
　

中
村
印
側
株
式
会
社
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